
	 

2011 年度	 秋田県「棚田オーナー募集ツアー」実践事業のご報告	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 白神ぶなっこ教室では、2011 年度に白神山地の麓、きれいな湧き水の流れる秋田県藤里
町横倉集落で、田んぼや畑での農作業や交流など年 3 回の体験プログラムへの参加を通じ、
地区住民とともに「横倉の棚田」を保全していくサポーター（オーナー）を募集すること

を目的として、秋田県実践事業「棚田オーナー募集ツアー」を実施しました。	 

	 以下は、そのご報告です。	 

 
◆テーマ：ブナと水と蛍と棚田の里で縄文か

らのメッセージを感じでみませんか。  
 
◆活動の区域：倉地区を拠点とし、農作業

体験や白神山地の自然観察体験、里山の農村

文化（祭り、伝統芸能など）を探訪します。  
 
◆事業主体：秋田県農林部農山村振興課  
	 	 	 	 	 	 秋田県山本振興局農林部  
 



目的と地域の現状：藤里町で唯一の棚田を有する横倉地区は、里山の中腹にあり、里山

では珍しく稜線にブナ林が続き、広葉樹の樹種も多く、山からは清澄な湧き水がこんこん

と流れ出しています。その水を利用して棚田では米作り、ワサビの栽培、イワナの養殖や

サケの孵化が行われています。満天の星空は美しく、夏には蛍が飛び交います。春の新緑、

秋の紅葉、雪の棚田の風景、かんじきトレッキング、野生動物の足跡など四季折々の自然

が楽しめる桃源郷のような場所です。横倉地区から里山に通じる山道を登って行くと、水

無沼に出ます。沼周辺にもかつては集落がありました。水無沼は、江戸時代に農業用水確

保のために作られた人造の沼で、美しい景観を保っています。この沼からひかれる水は、

山の麓の真名子、金沢集落の田畑まで潤しています。金沢集落は、マタギの里とも言われ、

修験者が演じたとされる金沢番楽が残っています。	 

	 

	 

	 

	 

	 

 
	 	 	 	 	 

横倉地区の中山間地域参加者は、11 戸で、572a を耕作しています。その内 321a が転作水
田となっています（10 戸が通勤農家）。水田単位収量も 450 ㎏と他地域より低く、米の価
格が低迷している今日では農業経営もままならない状況にあります。一方、山の麓に比べ

て冷涼な気候のため、虫がつきにくくほとんど無農薬で米作りができるという利点を有し

た地域でもあります。  
	 現役農家の最高齢者が 85 歳、一番若い人で 55 歳で
す。このように従事者が高齢で後継者不足が深刻化し、

また作業効率の悪さと労働力不足が、更に困難な状況

に拍車を掛けており、数戸の農家が辛うじて棚田を死

守しているのが現状です。  
	 「この一年で終わる」と言い続け老齢に鞭打って作

り続けて来た彼らに少しの元気と励ましを届け、一日  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 湧き水  

の仕事が「苦」ではなく「楽しみ」に代わることと、

白神の山々がそうであったように、「日本の原風景を

次世代に！」を合言葉に棚田の保全と保護を県内は

もとより、首都圏の皆さんとも一緒に考え、交流を

深め、硬い絆で結ばれることを願っています。そし

てこの「棚田オーナー制度」が地域に根をおろし、

拡大することが町全体の活性化に通ずれば幸いと思

っております。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ワサビ田  



◆ツアーの記録  
3 回のツアーの様子は、こちらをご覧ください。	 

★はる！新緑の棚田で田植えツアー	 

★なつ！ブナと水と蛍の里で棚田ツアー	 

★あき！黄金色の棚田で稲刈りツアー  
 
◆感想  
春と秋のツアーで、アンケート調査をしました。大変好評で項目ごとにいろいろな感想が

寄せられましたが、ここでは、最後に自由に述べていただいたご意見・感想の一部をご紹

介します。  
	 

★はる！新緑の棚田で田植えツアー	 

・夏も秋も是非参加させて下さい。  
・次回も参加したい、楽しいこと期待しています。  
・とても楽しくできました。また機会があればやってみたいです。  
・今日は普段体験できないようなことをたくさん経験できてほんとに良かったです。  
・楽しく有意義な日をすごさせて頂きました。ありがとうございました。  
・自然、農業、人々等の調和がすばらしく、この資産をいかに保存するか。継続・保存の  
	 方法をより抜本的に考える必要があることも改めて考えさせられました。  
・段取り良く計画されていて、大変良かったです。ごくろうさまです！ありがとうござい  
	 ました。  
・（※市川）博之をはげます企画があればいいと思います。例えば、模造紙にゲキレイのメ  
	 ッセージ、お手紙、写真 etc… 
・地域の人の支えがあってこそのオーナー制度だと思いますので、ある程度のマナーは、  
	 大切にしたいと思いますし、その指導は必要だと感じました。  
	 

★あき！黄金色の棚田で稲刈りツアー  
・野山の子どもの遊び、野山で食べられるもの（美味しくなくても）など、里山をぶらぶ  
	 らするのもアリかと。  
・おにぎりをはじめ、地のものを生かした食卓に心が温まります。  
	 プログラムの中に「掃除」や「整頓」タイムを入れても良いと思いました。食事の配膳  
	 や片付けも皆でやると楽しかったです。  
・稲刈りや山登りが楽しかった。もっとやりたいと思った！  
・つかれちゃったけどたのしかった。  
・とっても楽しい企画をありがとうございました。満喫しました。  
・ぶなっこ教室が永く続き、またこの活動を通して藤里や白神山地と広い視野で、自然や  
	 人々が生かされて行けたらと願っています。  
・最後のプログラムとして「産直ふじさと」での買い物タイムを設定したらいかがでしょ  
	 うか。  
・藤里の農産物のおみやげを求める機会があればと思います。  
・道の駅でたまたま目にしたチラシをたよりに参加しました。またこのような企画があれ  



	 ば是非参加したいです。  
・いろいろな体験をコンパクトに短期間の日程でコンスタントに開ければよいと思う。  
・白神山地の自然や農業、資産の保全のためがんばってください。  
・稲刈りと味噌作り、楽しかったです。  
・白神で初めて晴れの日に山に登れたので、うれしかったです。  
・食事がとても美味しかったです。いつもありがとうございます。  
	 

◆2012 年度	 

2012 年度もひき続き、「棚田オーナー募集ツアー」を年 3 回（春、夏、秋）の予定

で実施します。	 

県内外の一般の方々、大学生など若い方々、企業の社会貢献での参加など歓迎いた

します。	 

詳細は、決まりましたら、お知らせします。	 

今年も皆様のご参加を一同心よりお待ちしております。	 

	 

◆問い合わせ先  
(株)白神ぶなっこ教室  
〒018-3201	 秋田県山本郡藤里町藤琴字上坊中 86 
電話：0185-79-3130	 	 FAX：0185-79-3021 
東京連絡所	 TEL：03-3207-7727	 	 FAX：03-3207-7771（株・海洋工学研究所内）  
Email:bunakko@nifty.com	 
	 


